
聖霊降臨の主日 6月 5日 分かち合い 

ヨハネ 14-15 

４月の半ばに始まった復活節は、今日の聖霊降臨の主日をもって終わり、来週から年間の季節

に入ります。ルカ福音書は、イエスが復活なさった後、40 日に亘って、ご自身を現し、先週昇天

の主日で祝ったように、人々の見守る中、天に昇られた、と記します。そして、今日、教会は、イ

エスの受難と復活の実りとして送られる聖霊の降臨をもって、教会が誕生したことを記念します。 

 聖霊降臨というと、第一朗読の「使徒たちの宣教」でお聞きになったように、ユダヤ教の三大

祭の一つ、「五旬祭」（ペンテコステ）のとき、使徒たちや仲間たちが集まっていたところに、突然

激しい風が吹くような音が聞こえ、一人一人の上に炎のような舌が現れ、とどまった。そして、使

徒たちは霊に満たされ、様々な言葉で語り始めた。さらに、祭に集まって来ていた多くの地方出

身のユダヤ人は、使徒たちが、自分たちの言葉で話すのを聞いて「あっけにとられた」、とルカ

は記します。 

 この、ルカが伝える聖霊降臨の劇的な情景は、現代でも、世界中で催される一大イベントを連

想させます。そして、その中で、強調されているのは、様々な地方から来た人々が、それぞれ自

分たちが使う言葉で使徒たちが語るのを聞いたということです。第二バチカン公会議の後、それ

までミサの祈りがすべてラテン語で唱えられていたのが、それぞれの国の言葉で捧げられるよ

うになったことと重なります。現代でも、様々な国籍・民族の人々が交流する時の言葉の違いは

大きな問題です。司牧者として、日本語を話さない方に、どう近づいたらよいかということは、現

代の教会の一つの大きな課題です。聖霊は、使徒たちに様々な言葉で語る賜物を与え、現代

においても、喫緊な問題であることを解決してくださったことを伝えます。しかし、聖霊降臨の出

来事の意味は、使徒たちが、様々な言葉で話したということだけではありません。むしろ、イエス

が捕えられたとき、あれほど、恐れ、おびえ、委縮していた使徒たちが、あの十字架で亡くなっ

たイエスを、メシア（キリスト）として、大胆に宣べ伝え、そのために命を懸ける宣教師に生まれ

変わったということです。 

 今日の「ヨハネの福音」や第二朗読で読まれた「ローマの教会への手紙」は、聖霊降臨の意義

を別の角度から説き明かします。ヨハネによれば、復活された主イエスは弟子たちの前に姿を

現されたとき、「聖霊を受けなさい」、そして、「あなた方が許す罪は赦され、赦さない罪はゆるさ

れないまま残る」とだけ言われます。そして、先ほどお聞きになったように、最後の晩餐の席で、

イエスは聖霊の派遣について、「聖霊は、あなたがたにすべてのことを教え、わたしが話したこ

とをことごとく思い起こさせてくださる」と言います。ただ、思いださせるだけでなく、その意味を理

解し、悟る力を与えてくださるという約束です。つまり、復活してともに生きて働いていてくださる

イエスは、聖霊によって、生前イエスが語られた言葉を理解させ、イエスがなさった不思議な業

の意味を悟らせてくださるのです。イエスの生きた時代からどれだけ離れていても、この聖霊が

イエスをわたしたちの近くにおられる存在とし、わたしたちの生きる道を照らし必要な力を与えて

くださるのです。 

 パウロも、聖霊について語ります。「イエスを死者の中から復活させた方は、あなたがたの内

に宿っているその霊によって、あなたがたの死ぬはずの体をも生かしてくださるでしょう」と。そし



て、その霊に導かれて生きる者は皆「神の子」、さらには、「神の相続人、しかもキリストと共同

の相続人」だとも言います。これほど、大きな恵み、祝福があるでしょうか。イエスの生涯、その

働きと奉献は、すべて、この聖霊の派遣によって、信じる人々が、神のいのちに与ること、その

目的に向けられていたのだと言うことをしっかり心に刻みましょう。 

 聖霊の降臨は、かつて、あのエルサレムという、現代でも度々話題に上り、緊張を生み出すあ

の場所で、一度限り、行われたことではありません。現代でも、世界中どこにあっても、それを受

け入れようとする人々がいるかぎり、そこに現実となる神の御業です。今日、この説教の後で、

一人の幼児の洗礼が行われます。洗礼は、主イエスがそのご生涯を通して、わたしたちに開い

ていくださった神への道、神のいのちに与る道です。人間の努力によってではなく、神の無償の

賜物、人間への愛の表れです。人間は、これを、感謝のうちに、謙遜な心でいただくだけです。

まだ、自分の言葉で意志を表明できない幼児に代わって、親御さんが受洗の意志を表明されま

す。それは、ただ、親御さんの意志であるのではなく、そうした望みを抱かせてくださった聖霊の

働きです。佑駆（たすく）君が、これからの日々、健やかに成長し、いつの日か、自分の意志で、

愛の霊である聖霊に心を開き、人生を喜びと希望をもって力強く歩んで行けるように祈りましょう。

（S.T.） 

 


